別記第10　C0制御符号
C0制御符号
制御機能
制御内容

NUL
空白
情報内容に影響を与えることなく追加又は削除できる制御符号

BEL＊
ベル
注意を喚起する場合(警報又は合図)に用いる制御符号

APB
動作位置後退
動作位置後退は、動作位置を表示区画の動作方向の長さで動作方向に沿って後退すること。
この移動により、表示区画の基準点が表示領域の端を越えることとなる場合、動作位置を動作方向に沿って表示領域の逆の端へ移動し、動作位置後退を行う。

APF
動作位置前進
動作位置前進は、動作位置を表示区画の動作方向の長さで動作方向に沿って前進すること。
この移動により、表示区画の基準点が表示領域の端を越えることとなる場合、動作位置を動作方向に沿って表示領域の逆の端へ移動し、動作位置行前進を行う。

APD
動作位置行前進
動作位置行前進は、動作位置を表示区画の行方向の長さで行方向に沿って次の行へ移動すること。
この移動により、表示区画の基準点が表示領域の端を越えることとなる場合、動作位置を行方向に沿って表示領域の最初の行へ移動する。

APU
動作位置行後退
動作位置行後退は、動作位置を表示区画の行方向の長さで行方向に沿って前の行へ移動すること。
この移動により、表示区画の基準点が表示領域の端を越えることとなる場合、動作位置を行方向に沿って表示領域の最後の行へ移動する。

APR
動作位置改行
動作位置改行は、動作位置を同じ行の最初の位置へ移動し、動作位置行前進を行うこと。

PAPF
指定動作位置前進
指定動作位置前進は、パラメタN1(1バイト)により指定する回数の動作位置前進を行うこと。
パラメタN1は、04／0から07／15の範囲とし、b6からb1の6ビットの2進値で0から63までの範囲で回数を指定する(b8及びb7は、使用しない。)。

APS
動作位置指定
動作位置指定は、動作位置を表示領域の最初の位置から表示区画の行方向の長さで第1パラメタN1(1バイト)により指定する回数の動作位置行前進を行い、表示区画の動作方向の長さで第2パラメタN2(1バイト)により指定する回数の動作位置前進を行うこと。
各パラメタは、04／0から07／15の範囲とし、b6からb1の6ビットの2進値で0から63までの範囲で回数を指定する(b8及びb7は、使用しない。)。

CS
画面消去
画面消去は、表示画面の当該表示領域を消去状態とし、別表第三十号に示す初期化を行う。
画面消去は、ヘッダ文表示領域及び本文表示領域においてそれぞれ独立に機能する。

CAN＊
キャンセル
キャンセルは、現在の動作位置からその行の行末までを現在の表示区画の行方向の幅により背景色で埋めること。
動作位置は、移動しない。

